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【研究背景】
1990年代より乳がんは、本邦女性の罷患する悪性新生物の羅患率第1位となり、2004
年の推定では毎年約4万人が羅思し、毎年約1万人が命を失っている。我が国より数倍
乳がん擢患率の高い欧米では、マンモグラフイ検診の普及によりその死亡率は減少して
おり、これらの有効性を示すデータを基に我が国でもマンモグラフイを中心に据えた乳
がん検診システムの構築が進んでいる。しかしながら、欧米と我が国との年齢調整雁患
率を比較すると、我が国における乳がん擢愚のピークは40代後半から50代前半の世代
にあり、比較的乳腺組織の厚い年代を、検診の最も需要なターゲットとして捉えなけれ
ばならない。
一般的に乳腺組織の萎縮が進んだ乳房においては、マンモグラフイ単独でも十分な精
度をもった検診が可能であるが、乳腺組織の厚い乳房ではマンモグラフイはもとより、
視触診検診を加えても十分に精度の高い検診とは言えない可能性が指摘されている。
数ある医療画像の中でマンモグラフイは、その繊細さ故にデジタル化が最も遅れてい
る分野であったが、近年の技術開発によりデジタルマンモグラフイが実用化されはじめ
ている。Pisanoらの報告では、デジタルマンモグラフイ診断は、従来のフイルムマンモ
グラフイによる診断と比較して、全体のがん発見率は有意な差を認めないが、高濃度乳
房、若年者の乳房に対する検診精度はデジタルマンモグラフイが優れている傾向が認め
られている。
わが国でもデジタルマンモグラフイは検診や診療現場で急速に普及し始めているが、
現在のところデジタル撮影された画像を従来の方式に似せた形でプリントアウトして
診断に用いるハードコピー診断が主流である。しかしながら、デジタル撮影の利点を最
大限に活用するためには、表示データのウインドウレベルやコントラストを変えるなど
の画像処理を行える環境が不可欠であり、いずれはモニターに画像を表示して診断する
ソフトコピー診断への移行が必要である。デジタル機器が普及する一方で、デジタルソ
フトコピー診断時における影響はいまだ十分な研究はなされておらず、デジタル診断へ
の移行期である今こそ、使用される機器、モニターの特性、読影上の注意すべき傾向に
関して十分な議論・検討が必要である。
【研究目的】
デジタルマンモグラフイの読影を、従来のハードコピー診断からソフトコピー診断に
切り替える際の影響を使用機器（モニター）と所見の観点から比較検討し、最適な読影
環境や、読影方法を確立する為の指標を明らかにする。
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【研究結果要約】
1．ハードコピー診断、 ソフトコピー診断（500万画素液晶、300万画素液晶）に於け
る診断精度の比較
手術により乳癌の存在が確認されている32症例を含む100症例のマンモグラフイを
読影試験用に準備し、マンモグラフイ検診精度管理中央委員会（精中委）の評価Aの医
師12名に3種類のセット（ハードコピー診断、500万画素液晶ソフトコピー診断、300
万画素液晶ソフトコピー診断）の読影試験を行った。診断の精度はハードコピー診断、
ソフトコピー診断との間で有意な差は認められなかった。また、500万画素、300万画
素の液晶モニターによる差も認められず、読影の環境を最適な状態に保つ事で、300万
画素のモニターでも読影の精度は保てるとの結果であった。
2・検診マンモグラフイに於けるハードコピー診断とソフトコピー診断とでの所見別
要精検率の変化
検診現場では読影されるほとんどの症例は異常所見を認めないカテゴリー1に分類さ
れる症例である。読影実験とは異なる実際の検診マンモグラフイの読影で、ハードコピ
ー診断をソフトコピー診断に変更した際の影響を、宮城県対がん協会のデータを基に解
析した。平成18年度、19年度に宮城県対がん協会でマンモグラフイ併用検診を受診した
女性（平成18年度33，279名、平成19年度13，095名）を対象とした。18年度はハードコ
ピー診断、19年度はソフトコピー診断診断を行っている。精中要評価AまたはBの医師に
よる最終読影結果を、腰痛、石灰化、その他の所見と分類し、それぞれの要精検率の変化
を比較、検討した。検診全体の要精検率は両年度間で変化は無かったが、所見別には、腫
癖で変化なし、石灰化はソフトコピー診断で要精検率が低下、その他の所見はソフトコピ
ー診断で要精検率が上昇する傾向がみられた。
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